
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共創共育 ～共に作り、共に育ち育てる～ 

岐阜市立白山小学校ＰＴＡ 岩田好弘 篠田文平 冨成正人 広瀬容子 髙間直美 

大島ひろみ 尾田有華 藤木功 土屋恵美 

【１】白山小学校の概要  
白山小学校は、来年創立１１０周年を迎える歴史あ

る学校です。 

校風は『健知』、『健心』、『健体』で、具現化に向け、

『みんなでつくろう楽しい学校』を合言葉に、教育活

動を行っています。 

 校庭には、オオバヤナギの木があり、毎年春になると

綿のような花を咲かせるため、『わたの木』と呼ばれる

ようになりました。『わたの木』は、戦時中焼夷弾が落

ちたため幹が半分に裂け、瀕死の状態でしたが、地域み

んなの力で復活を果たし、今なお力強く生き続け、葉を

広げる姿から白山小学校のシンボルとなっています。 

【２】ＰＴＡ活動の見直し  
白山小学校は、歴史ある学校故にＰＴＡの仕事も新

しいものが追加され続け、気が付けば役員の負担が大

きくなっていました。 

いざ、それらの仕事を廃止しようとすると『子どもの

ために』続けろ！！という意見も。 

でも、今の状況に鑑みて、あまりに合っていない。 

どうしたらいいのか。 

そもそも、ＰＴＡは同じ立場の保護者が集まりボラ

ンティア活動するのが目的のはず。 

それが、いつしか執行部で何もかも進み、会員の声が

届かなくなっている現状が見えてきました。 

組織は、全体で動くもの。会社も同じ。 

『ＰＴＡ＝子どものために』は、皆同じ。 

だからこそ、組織・集団にある『2：6：2の法則』。 

『出来る人 2：普通の人 6：出来ない人 2』を意識し、

全員参画型の風通しの良いＰＴＡを目指して。 

それがテーマ『共創共育～共に作り、共に育ち育て

る～』の誕生です。 

 

【３】ＰＴＡ活動の新しい取組み  
まずは、今までの流れを大きく変えないよう、運営自

体は執行部が中心となって行ないますが、会員の声を

聞きやすくするために、新しい事案毎にトップダウン

からボトムアップへと切り替えていきました。 

白山小学校では、参観日の後にクラス懇談会が行な

われます。その場を議場とし、学年委員さん司会のもと

ＰＴＡ活動の意見・要望を受ける場としました。 

保護者は、子ども１人に対し１回は役員を受けるの

で、経験者としての意見もたくさん出ました。 

みんなが思っていたこと。『ＰＴＡは大変』。 

大半の人が『大変』という印象を受けている。 

でも、変えようとしない。いや、出来ない。 

『仕事を変える・減らす＝悪』の雰囲気があり、周り

の目を気にしてしまう。 

でも、懇談会を議場とすることで役員・委員関係なく

事案に対して、賛成・反対それぞれの意見を、それぞれ

が共有しあい、勝ち負けではなく、理解し協力しあうこ

とが出来ました。 

『ＰＴＡは大変』と思われますが、『大変』という字

は『大きく変わる』と書きます。『大変』と思う今だか

らこそ、ＰＴＡも大きく変わる時だと思います。 

【４】子どものために  
活動の見直しは大切ですが、『子どものために』の活

動は、これからも増やしていきたい。 

それを実行するために、ＰＴＡと切り離したひとつ

の団体が、『はくさんＰＴＯ（応援団！）』です。 

ＰＴＡ会員の中にいる『出来る人 2』を集め、『出来

る人が、出来る時に、出来るだけのことを！』を合言葉

に地域行事に率先してお手伝いをしています。 

地域の方から見たら、『ＰＴＡ』も『はくさんＰＴＯ

（応援団！）』も同じ保護者と見てもらえ、協力的なＰ

ＴＡに映ります。 

こうして、ＰＴＡとしての立場と協力的な人の活躍

の場を設け強化していくことで、小学校と地域との繋

がりを大切にしていければと思います。 

【５】ボランティアのリレー  
白山校区には、たくさんのボランティア団体があり、

小学校を中心に数多くの行事を開催しています。 

そのボランティア団体の幹部は、ＰＴＡ役員経験者

が多く、子どものことを一番に気にかけてくれます。 

 ボランティアのリレーがつながっているからこそ、

子どもたちが元気に安心して通える、今の白山小学校

があるのだと思います。 

 私たち保護者もそれに続き、次の人、次の世代、将来

のことを考えて行動する事が大切だと思います。 

【６】最後に  
私たち保護者は、子どもを小学校に通わせている今

だからこそ、子どもと同じように、集団の中で学び、育

ち育てながら、今に合ったＰＴＡを作って行く必要が

あると思い、『共創共育～共に作り共に育ち育てる～』

を掲げ進めてきました。 

やり方について、賛否色々分かれると思いますが、こ

れからもＰＴＡが生きた活気ある団体として、末永く

発展していくことを願っています。 

このＰＴＡテーマを理解し協力してくれた、白山小学

校ＰＴＡ会員全員に感謝です。 

日頃から本当にありがとうございます。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%84%BC%E5%A4%B7%E5%BC%BE

